
響もあるかもしれませんが，森林の鳥はなわばりを構えて

繁殖する鳥が多いので，個体数の安定性が高いためこう

いう結果になったのだと思います．しかし，コルリとウグイス

は，有意に減少（赤の折れ線）していました．この２種の共

通点を考えると，ササ薮などでさえずりが聞かれることで

す．近年，全国の多くの森林でシカが増加していて，その

食圧によりササ薮や低木層が減少しています．奈良の大

台が原の研究ではシカの密度の高いところではササや低

木を生息地とするウグイス，コルリ，コマドリ，エナガなどが

減ることが報告されています（日野 2004）．今回の調査サ

イトにもシカの食害が増えているサイトがいくつもあります．

もしかするとシカによる影響は一部の地域で起きていること

ではなく，全国的な視点で見ても影響がではじめているの

かもしれません．ただし同様に薮への依存度の高いヤブ

サメは減少していませんでしたので，さらにデータを蓄積

し，より多くの種について増減を解析していくとともに，各

調査地周辺のシカの食害状況との個別の比較など詳細な

解析もあわせて進めていきたいと思います． 

バードリサーチバードリサーチ  

ニュースニュース  
  

２０１３年７月号２０１３年７月号  Vol.10 No.7Vol.10 No.7 

鳥類の繁殖分布調査

（環境省 2004）により，

夏鳥や身近な鳥が減っ

ているなど，過去からの

鳥の分布の変化が明ら

かにされました．しかし

個体数の変化について

の体系だった全国調査

は水鳥類を除きこれまで

行なわれていませんで

した． 

2003年からスタートした環境省のモニタリングサイト1000

は日本の様々な生態系の変化をモニタリングしようとしてい

る調査ですが，鳥類については個体数の増減も明らかに

することを目指して調査が行なわれています．そのうちの

森林のコアサイト（20地点）では，調査方法が確立した2009

年から，毎年調査がおこなわれ，個体数変化についての

情報がたまってきました．まだ４年分しかデータはありませ

んが，調査員に配布しているニュースレター「モニタリング

サイト1000 陸生鳥類調査情報 Vol. 4 No. 2」の記事に基

づき，ご紹介したいと思います． 

まずコアサイトの主要な鳥類の個体数変化をTRIMという

個体数変化を解析するソフトウェアを使って解析してみま

した．このソフトはオランダ統計局がつくったもので，ある

年，調査することができなかった調査地があっても，それを

補間して解析してくれる優れものです．バードリサーチの

ホームページからも日本語マニュアルやソフトをダウンロー

ドすることができるので，興味のある方はご覧ください．

（ http://www.bird-research.jp/1_shiryo/trim/ ） 

このTRIMを使って2009年の個体数を１とした個体数変化

を図に示しました．解析した種のほとんどは個体数は横ば

い（青色の折れ線）でした．データがまだ４年分しかない影

薮の鳥が減っている？ 
  モニ１０００鳥類調査から見えてきたこと 

 

植田睦之  

蓄積されつつある森の鳥の個体数データ  

1 

コルリとウグイスは減少？  

図．2009年を１とした各種鳥類の個体数の変化。青色のグラフは個体数

に有意な増減ががないこと，赤色のグラフは有意に減少していること

を示す．太線が推定値，点線が信頼区間を示す．（n=20） 

Sterna dougalliiSterna dougallii    
Photo by Yoshiro WatanabePhoto by Yoshiro Watanabe 

活動報告 

環境省 2004 鳥類繁殖分布調査報告書 環境省自然環境局生

物多様性センター，富士吉田市. 

日野輝明 2004 シカが鳥のすみかを左右する？ 森の野鳥を楽し

む101のヒント 日本林業技術協会, 東京. 

写真．さえずるシジュウカラ．          

          [ Photo by 三木敏史 ] 
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繁殖システム： 

 一夫一妻．年1回の繁殖が多いが，年２回繁殖の記録も

ある（高谷 2011）．通常単独で営巣するが，海外ではコロ

ニー（集団繁殖地）を形成することがある（Konter 2011）．  
 

ディスプレイ： 

 結氷が解けるとすぐに繁殖地入りし，様々なディスプレイ

を行う．雌雄が襟の飾り羽を大きく広げながら顔を向かい

合い，左右に首を振る「首振りディスプレイ」や，背伸びを

しながら巣材を高く持ち上げるディスプレイ，羽繕いのタイ

ミングをシンクロさせるディスプレイなどがある．  
 

巣： 

 枯れた抽水植物の茎など

を使用し，浮き巣をつくる

（写真2）． 
 

卵： 

 Cramp & Simmons（1977）

によるヨーロッパの記録では

一腹卵数はおよそ3～5卵

で，4卵が最も多い．青森市

浪岡地区の持ノ沢溜池では2009年に卵数6の巣が確認さ

れており，しかも6羽全てのヒナを独り立ちするまで育て上

げた（高谷 2011）．これは他では例を見ない巣立ちヒナ数

の多さである． 
 

抱卵・育雛期間： 

 抱卵期間は25～29日．全ての卵を生み終わる前に抱卵

に入るため，孵化日に差が出る．孵化後3週間ほどは親の

背中の上で過ごす．その後両親がヒナを分担して育てる

「ヒナ分け」という現象がしばしば起こることが知られてい

る．ヒナは孵化後8～10週ほどで独立する． 
分布 

 ユーラシア大陸からアフリカ，オーストラリアまで広く分布

しており，3亜種が知られている．国内で繁殖する個体は基

亜種のP.c.cristatusである．国内ではかつては稀な冬鳥で

あったが，徐々に飛来数が増加し，1972年に青森県の小

川原湖湖沼群で初めて繁殖が記録された．その後1991年

に滋賀県の琵琶湖でも繁殖が確認されてからは，繁殖域

を徐々に拡大させ，今では両県以外の地方でも少数の繁

殖が確認されるようになった．越冬個体も増加し，冬季の

東京湾では数千の大群がみられる事がある．このように，

カンムリカイツブリは増加傾向が顕著な種である．このよう

な増加傾向はヨーロッパでもみられる（Burfield & 

van Bommel 2004）．一方で，アフリカやニュー

分類： カイツブリ目 カイツブリ科    
 

全長： 460-510mm    

翼長： ♂ 175-209mm  ♀ 168-199mm 

ふ蹠長： ♂ 59-65mm  ♀ 57-65mm   

露出嘴峰長： ♂ 42-58.8mm  ♀ 39-51mm  

体重： ♂ 596-1490g  ♀ 568-1380g    
※ 全長はCramp & Simmons（1977）,その他はFjeldså（2004）による． 
 

羽色： 

 カンムリカイツブリの繁

殖羽には大きく目立つ

襟飾りの様な飾り羽と，

黒く突き出た冠羽がある

（写真1上）．雌雄同色だ

が，襟飾りや冠羽はオス

の方が大きいため，雌雄

並んでいれば識別が可

能である．冬羽には襟飾

りは無く，白と黒の地味

な 体 色 と な る（写 真 １

下）．ヒナは顔に縞模様

を持ち，頭頂部や目先

には赤みを帯びたパッ

チがある（写真１上）．こ

のパッチの広さと赤みの

程度は短時間のうちに

変化させられることが知られており，世話要求シグナルと

なっている可能性が指摘されている （Fjeldså 2004）．また

ヒナの顔の縞模様は個体ごとに異なるため，これを用いた

個体識別が可能である． 
 

鳴き声：  

 越冬期に声を聞くことはほとんどないが，繁殖期には

様 々な声 を出 す．な わばり 形成 期には「ガラ ララ ラ」，

「クォールルルル」と大きな声で鳴く．繁殖期を通して「グー

グーグー」とよく鳴く．また，首振りディスプレイ時にはくぐ

もった声で「クックックッ」と鳴き交わす．ヒナは「ピィピィピィ」

と連続して鳴いて餌をねだる。 

カンムリカイツブリ  英：Great Crested Grebe    学：Podiceps cristatus  

分類と形態 １. 

分布と生息環境 ２. 

2 

食性と採食行動 ４. 

写真２．カンムリカイツブリの巣 

 

 魚食性だが，溜池ではアメリカザリガニも好んで食べる．

また，羽繕いの際に脱落した自分の腹羽を食べる「食羽」

という行動がよくみられる．親は自分の腹羽をヒナにも与

え，ヒナはそれを食べる．食羽の意味については，ペレット

の形成に役立つとの説（Piersma et al. 1989）のほか諸説

ある． 

 潜水してヒレ状の脚で水中を泳ぎまわり採食する．餌をく

わえて浮上するが，獲物が小さいときには水中で飲み込む

事もある． 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

非繁殖期繁殖期

写真１．繁殖期のカンムリカイツブリの

親子（上），非繁殖期（下） 

ジーランドの個体群は減少傾向にあり，その背景には漁網

による混獲や外来種の影響，人的撹乱などの影響がある

（Fjeldså 2004）．  
  

生息環境：   

 冬季は沿岸海域で越冬する姿をよく見るが，繁殖は沼や

湖などの淡水域で行う．広い開水面があり，営巣に適した

アシ，ガマなどの抽水植物帯がある湖沼を好む． 

生活史 ３. 

 

[ Photo by 松原一男 ]  



 カンムリカイツブリは主に単独で営巣する鳥ではあるが，

海外ではコロニーでの繁殖が度々報告されてきた（Konter 

2005）．しかし本種は単独営巣時にはなわばり意識が強

く，侵入者に対して激しい敵対行動をとる．そのような種が

コロニーを形成するというのは非常に興味深い現象であ

る．海外におけるこれまでの研究例から，採食場所が豊富

にあるが，営巣場所が限られているときにコロニーが形成

されること，また，繁殖地において個体密度が高くなると，

徐々に争いの頻度を低下させ，他の個体を受け入れるよう

になることがわかっている（Konter 2011）．カンムリカイツブ

リは，このような繁殖戦略の柔軟性を有するがゆえに集団

繁殖をすることができるのである． 

2012年に筆者は青森県十三湖に流入する鳥谷川の河

口域にてカンムリカイツブリの集団繁殖地を発見した（中

濱・佐原 2012）．調査の結果，最も近接していた巣間距離

は2.5mだった．鳥谷川にてコロニーを形成した原因は定か

ではないが，十三湖には営巣に適した植物帯が少ない印

象があるため，このことが影響しているのかもしれない．し

かし鳥谷川コロニーの形成は，十三湖の環境要因のみに

起因するものではないと筆者は考えている．他の要因とし

て，津軽地方の湖沼において本種の繁殖個体数が飽和し

ている可能性が挙げられる．現在カンムリカイツブリはリン

ゴ畑の中にあるごく小規模な溜池にも繁殖域を広げつつ

ある．小規模な溜池はヒシなどの浮葉植物に水面が覆わ

れることが多く、餌を採りづらいため、本種の繁殖地として

適していない．これは，本来繁殖に適した広い開水面を持

つ大型の湖沼において，繁殖可能な個体数が限界に達し

ている可能性を示唆するものである．さらに，津軽地方で

90年代に繁殖が確認された大型の溜池のうちのいくつか

は，現在では使われておらず，それらの溜池ではオオクチ

バスの移入が確認された．オオクチバスによる溜池の餌条

件の悪化や釣り人による撹乱の影響が懸念される．このよ

うに，鳥谷川コロニーは，個体数の増加とオオクチバスの

放流による繁殖

適地の減少によ

る繁殖個体の飽

和 に よ り 形 成 さ

れた可能性があ

る．このことを検

証 す る た め，現

在津軽地方全域

のカンムリカイツ

ブリの繁殖状況

を調査している． 
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 カイツブリ類のエキゾチック

な生態に惹かれ研究を始め

てから3年目になりました．主

にカイツブリとカンムリカイツ

ブリにおける給餌生態を調査

してきました．あっという間に

卒業が近くなり，今後はどう

いった形で鳥に関わって行くことになるのか私自身もまだ

よくわからないのですが，まだまだ謎が多いカイツブリ類の

生態には興味が尽きません． 

 生態図鑑 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

● 集団繁殖  

中濱翔太    

執筆者 

弘前大学 農学生命科学研究科  修士2年 

で特定のヒナへ給餌を

集中するようになり，自

分の担当以外のヒナに

は攻撃的にふるまう．そ

の結果，親は主に自分

の担当ヒナだけを引き

連れて行動するようにな

る（Simmons  1997）．餌

条件が悪い時には育雛

の早い時期からヒナ分

け を す る 傾 向 が あ り

（Simmons 1997），ヒナ分けをすることは，餌をめぐるヒナ間

競争を緩和させ，給餌効率を上げる利益があると考えられ

ているが，まだ明らかではない．筆者の最近の調査で，ヒ

ナ分けは青森の溜池でも行われていることが判明した．ヒ

ナと親の個体識別を行い，分担が決まる過程やヒナ分けの

利点について現在調査中である．  
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引用・参考文献 ６. 

 カンムリカイツブリは雄親と雌親が異なるヒナを分担して

育てる「ヒナ分け」を行うことがある．親は育雛期のある時点
3 

● ヒナ分け（Brood division）   

写真３．青森県鳥谷川の集団繁殖の様子．丸で

囲った場所に抱卵中の巣がある．  

写真４．２羽のヒナが両親に分担されて

育てられている様子．ヒナ分け

後は親と子の組み合わせは変

わらず，ヒナは自分の担当親に

しか餌をねだらなかった． 

 

 



る足を持つが，前者は水面を蹴って助

走しなければ飛び立てない．一方で，

後者は水面を蹴ることなく飛び立つこと

ができるというのだ． 

 本書では，ウォーキングやホッピン

グ，スキッピングといったように野鳥がど

のように動いているのかという点につい

ても解説されており，静的な観察だけ

でなく，動的な観察も可能となってい

る．いつものバードウォッチングから少

し角度を変えて，野鳥を見つめることで新たな発見があると

いうことを本書は示しているように思う．野鳥を観察する際

には，ぜひ，手に取っていただきたい一冊である． 

【秋葉悠希 酪農畜産大学 獣医学群 獣医学類 感染・病理学分野】 

 野外で見つけた足跡の正体を知りたいという好奇心，動

物園で死んだ動物の情報を少しでも残さなければいけな

いという思いで小宮輝之氏がそろえた足型・足跡コレクショ

ン，これをもとに出版された書籍を紹介する． 

 日本で記録されている野鳥の約半数にのぼる318種の野

鳥の足型・足跡が原寸大で掲載されている．また，フィー

ルドでの野鳥観察の手がかりとなるものや，足の形態から

見えてくる生態なども解説されている．哺乳類や鳥類を狙う

クマタカの趾に比べ，爬虫類・両生類・昆虫を主食としてい

るハチクマ・サシバ・カンムリワシの趾は細いといったよう

に，同じ猛禽類でも食性の違いが足の形態に現れている．

しかし，同じような生活様式をとり，足の形態が類似した種

でも，生態や行動が少し異なる場合がある．シロエリオオハ

ムとアビは，ともに三前趾足・標準蹼・水かきのあ

鳥の原寸大 足型・足跡 ハンドブック 

小宮輝之・杉田平三  著  ／ 文一総合出版  定価 1,600円（税別）  

図書紹介 

 数々の困難を乗り越えて、 

孵化に成功したフランスのイソシギ 

菊地有子・笠原里恵 

 日本では河川の砂礫地などで繁殖

するイソシギ．人為的撹乱は繁殖失

敗の原因の1つです．海外でも同様

にいわれていますが，それを乗り越

えた事例がフランスの鳥雑誌に掲載

されました．会員の菊地さんが翻訳し

てくださったものをもとに，フランスの

南部，ロゼールに位置する，サン＝

ジェルマン＝デュ＝デイユ （図）での

イソシギの奮闘記をご紹介します． 

図. サン＝ジェルマン

＝デュ＝デイユ 

（赤丸） 

 イソシギにとって，そもそもの苦難の発端は，2012年の春

の雨の多さでした．その春，ロゼールのロット渓谷では，例

年イソシギが営巣する砂礫地が冠水していました．岸際で

どうにか営巣した個体もいましたが，5月下旬の増水によっ

て，そこも冠水してしまいました． 

 6月初め，著者の Legendre さんが広場を歩いていると，

足元からイソシギが飛び立ちました．驚くことに，そこは水

辺から3mほどの芝生で，週末を含め，人通りがとても多い

小径近くの大きな木の下でし

た．巣は下水溝の近くにあり，

卵が4つ入っていました（写真

１,2）． その後，人が通るたび

に，雌が飛び立つのが観察さ

れました．週末には1日に何

度も飛び立ちました．特に子

供が広場を走り回り，巣の 写真１. 営巣場所（矢印） 

前を行ったり来たりしたときには，

雌は巣から数十メートル離れて様

子を伺っていました．草刈り機が

巣から5cmのところを通ったこと

も，さらには巣の上を通ったことす

らありましたが，幸運にも，巣の窪

みのおかげで卵は割れずに済み

ました． 

 イソシギは巣から1時間離れていることもありましたが，た

び重なる人為的撹乱を受けても，毎回ちゃんと巣に戻って

きました．けれども，こんなに撹乱されてしまっては，卵は

孵らないだろう，と Legendre さんは思っていました． 

 

 
  

 6月25日，巣は空になっており，

3mほど離れた場所でイソシギが

激しい警戒声を発していました．

なんと! 孵化したのです．4卵す

べてが孵化し，少なくとも3羽のヒ

ナが草の中に隠れ，釣り人の足

元から2mの場所でも微動だにせ

ず，身を伏せていました（写真3）! 

 これは，イソシギにしては驚くべき場所での繁殖成功でし

た．数々の撹乱にも巣を捨てなかった親も然ることながら，

親が不在の間の，卵の冷えへの耐性が本当に素晴らし

かった! Legendre さんはこうも述べています，今回の事例

は，この種が営巣に不適な場所でも繁殖してしまう可能性

への注意の必要性とともに，人為的撹乱を受ける場所でも

繁殖できる可能性を示しているのかもしれません． 

写真３. 身を伏せるヒナ 

写真２. イソシギの巣と卵 

 発見した巣と頻繁な人為的撹乱  

 繁殖成功！  

Legendre,  F.  2012.  Nidification  réussie  d’un  couple  de  Chevalier 
guignette Actitis hypoleucos malgré de multiples derangements. Orni-
thos 19: 412-414. (英題: Successful breeding of a pair Common 
Sandpiper despite intense disturbance.)  

*写真の使用には、著者および雑誌からの許可を得ています。 
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2010年と2011年は遅く，2009年と2012年は早かった．2013

年は西日本で比較的早く初認されたが，北海道では例年

よりも遅かった．初認時期には気温が影響していた． 

一般的に，早く繁殖地に渡来すると良い縄張りが獲得で

きるとされるが，キビタキでは，高齢で経験を積んだ個体ほ

ど繁殖地への渡来が遅かった．これは，遅く渡来しても闘

争に勝ち良い縄張りを獲得できるためだと考えられた． 
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学会情報 

 今年の日本鳥学会大会は，9月13～16日に，名城大学天

白キャンパスで開かれます．バードリサーチスタッフは，英語

による学会発表，ツバメ，カワウの３つの自由集会に参加す

るほか，次の発表を行ないます．ぜひご参加ください． 
 

■日本鳥学会2013年度大会のホームページ 

http://ornithology.jp/osj/japanese/katsudo/taikai/osj2013/ 

羽は表皮から派生した鳥類に特有な器官と考えられてき

たが，羽に似た構造をもつ古代爬虫類の発見が近年相次

ぎ，熱い議論を呼んでいる．そこで，今後の羽研究の発展

につなげるために，羽の組成や構造，また進化過程や機

能などについて，これまでに蓄積された知見を紹介する． 

2009年から2012年の繁殖期の鳥類の個体数の変化を解

析すると，多くの種では，有意な個体数変化はなかった

が，ウグイスとコルリは減少傾向にあった． 

2011年と2012年のスズメの繁殖調査において，巣箱に営

巣した68巣のうち，スズメがスズメの卵を捨てた事例が5例

観察された．それにより死亡した卵数は，各年の卵・ヒナの

死亡数の約2割に相当し，調査した繁殖個体群において，

卵捨ては繁殖失敗の主要な要因の一つと考えられた． 

スズメで観察された同種間での卵捨て行動 

○笠原里恵・山口恭弘・三上 修・上田恵介  

● 口頭・ポスター発表 

鳥の羽考           

○黒沢令子 

コジュリンは極東固有の希少種であり，日本では限られ

た湿性草原にのみ生息するが，全国の生息数は調査され

ていない．2013年の繁殖期（5～7月）に既知の生息地全

域で調査を行い，全国の生息数と繁殖分布を推定した． 

5年間にわたりキビタキの初認時期を調査したところ，

キビタキの帰還個体はなぜ遅く渡来するのか-縄張りをめ 

   ぐる雄間闘争における帰還個体と新規加入個体の比較 

○岡久雄二・森本元・高木憲太郎・上田恵介 
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日本国内にコジュリンは何羽生息しているのか？ 

○高橋雅雄・森本元・岡久雄二・高木憲太郎ほか 

積雪のある地域において，住宅地がどのようにスズメに

利用されているかという実態や，そこでの積雪によるスズメ

の行動の変化を調査した．スズメは春と秋の積雪のない時

期には1～2羽単位でねぐらや巣の周辺に執着し，積雪期

には，より大きな群れになり，特定の場所をよく利用した． 

スズメはどうやって積雪期を乗り切るのか 

  ：スズメにおける冬季の住宅地利用 

○三上かつら・三上修 

2008年冬期から神戸市西区一帯の明石川と農耕地の溜

池のヒクイナの生息状況をモニタリングしている．明石川で

は急激な減少が認められたが，溜池では変化は認められ

なかった．明石川での減少の理由を明らかにできなかった

が，河川改修も減少の理由の一つと考えられた． 

渡良瀬遊水地でオオセッカの生息状況のモニタリングと

個体の移動を明らかにする目的で，冬期に合計14羽のオ

オセッカを捕獲し個体識別用のカラーリングを装着した．

個体数は少ないものの繁殖期にも調査地の一画に縄張り

を占有した個体，さらに翌シーズンもほぼ同じ場所で越冬

した個体がいることがわかった． 

キビタキの初認時期の年変動と地域差：気温との関係 

○高木憲太郎・岡久雄二・小島みずき 

神戸市西区におけるヒクイナの生息状況のモニタリング 

○渡辺美郎・平野敏明 

日本鳥学会2013年度大会  

渡良瀬遊水地における 

  オオセッカの個体識別個体の生息状況 

○平野敏明・深井宣男  
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海鳥は，踏みつけや糞による栄養塩供給によって繁殖

地植生に影響を与えることが知られている．小笠原諸島で

クロアシアホウドリ，オナガミズナギドリ，カツオドリの繁殖地

を調査した結果，それぞれ違った役割をもっていた． 

みんなちがって、みんないい 

 〜小笠原諸島における海鳥の役割〜  

○青山夕貴子・川上和人・平舘俊太郎・森田沙綾香 

「モニタリングサイト１０００」による 

   森林性鳥類の生息状況と繁殖時期の調査 

○植田睦之 


